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	【前号のつづき】　人事院・職員団体審議官から次の通り回答がされました。（回答要旨）

１.勧告作業の実施状況 

　民間給与実態調査は、５月１日～６月18日までに行われ現在集計中である。

２.官民較差

　民間企業における春季賃金改定状況は、現時点の集計では昨年同様に厳しい状況である。一時金は、民間の昨年冬のボーナスが大きく落ち込んでおり、極めて厳しい状況である。
３.給与構造改革終了後の検討事項

50歳台後半層については、公務の給与水準が民間を大きく上回り、その差が拡大する傾向が見られ、早急に是正する必要がある。

仮に、官民格差でマイナスが出た場合は、50歳台後半層の職員の給与で対応し、若年層から50歳台前半層までへの影響を極力避けることが適当である。従来の俸給の傾斜配分による方法では限界があり、新たな方法として50歳台後半層の給与に一定率を乗じ引き下げることを考えている。

４.新たな高齢期雇用施策

　昨年の勧告時報告で「国家公務員の定年年
	
	
	齢を平成25年度から段階的に65歳まで延長することが適当」、「平成22年中を目途に立法措置のための人事院として意見の申出を行うよう、諸課題の検討を進める」旨表明した。

現在、定年延長のほか、延長後の給与の在り方、役職定年制、短時間勤務、困難職種への対応等についても検討しており、意見の申出に向けて皆さんと意見交換しながら、制度内容について検討を進めて参りたい。
　なお、本年も勧告時報告において、新たな高齢期雇用施策の検討状況について報告することとしたい。

５.非常勤職員等の処遇改善

　日々雇用の非常勤職員の任用形態の見直しは、日々雇用を更新という現行制度を廃止し、会計年度内で臨時的な業務に応じて最長１年間の任期を設定して任用する仕組みを新たに設ける考えである。皆さんと協議を行った上で、早期に実施できるようにして参りたい。

　非常勤職員の育児休業等については、非常勤職員の任用形態の見直しが現在の方向で確定した場合は、意見の申出を行うことを検討しているところである。

【公務員連絡会の追求は次号につづく】






	【前号のつづき】

７月７日の地方公務員共済組合分科会で、松本特別委員（自治労本部総合労働局長）が今後の共済年金制度のあり方について、次の通り要請しました。

①　共済組合制度の特徴である年金・医療・　　

福祉の一体となった運用と民主的運営を確保するため、共済組合組織の存続を図ること。
②　職域相当部分について、2006年11月の人事院の報告・見解を踏まえた検討を行い、廃止と同時期に「新たな年金の仕組み」を設け、現在の給付水準を確保すること。
	
	
	③　パートタイム労働者に対する年金など社会保険の対象とする方向で検討がされていることと思うが、自治体の臨時・非常勤等職員についても、共済組合の対象とされるよう、検討すること。
④　共済組合の中には、長期経理の財政状況が悪化している組合がある。これらの財政窮迫組合が年金等の支給および福祉事業に支障をきたすことのないよう必要な対応をすること。

この要請に、高山分科会座長（一橋大学特任教授）は「ご意見については受止め、今後、機会に応じて述べていきたい」と答えました。




※「藤川まさし」の写真を貼

り付け





























































































































































【えさきたかしブログより】2010.07.13 Tuesday





全国の仲間の皆さん、お久しぶりです。11日からほとんど寝ない状態でしたので、昨夜から今朝まで爆睡させてもらいました。そんなわけで、ブログの更新も今朝になりました。すいません。選挙期間中はお休みだったので、ほんとに久しぶりにパソコンの前に座りました。法の問題もあり近況報告しかできません。ご勘弁を(>_<)


さて、7月11日から12日の早朝にかけて、ご心配をおかけしたのではないでしょうか。共同通信と朝日が2時、毎日がその後すぐに当確をうちましたが、NHKがでません。事務所では3時までまって「万歳」をしました。そしたらそのあとすぐNHKが当確を出�



�
�
しました。出口調査の情報でも厳しい情報だったようですが、ここまで気をもませるとは事務所でも想定外だったようです。


本当にご心配をおかけしました。


私の力不足を反省し、この選挙の難しさを痛感しています。しかし、なんとか高嶋先輩の議席を死守できほっとしているのが率直な今の思いです。昨日は都内の産別を回りました。これからの予定はまだわかりませんが、少し時間があるようです。歯医者さんにいったり、これまでできなかったことをこの期間に済ませたいと思います。　（以下略）


それでは今日はこれで。


7/13/7：20AM�
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７月13日の人事院との交渉で公務員連絡会は、「人勧に向けた作業状況と現時点での中間的な回答を示していただきたい」と見解を求めました。











